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年
頭
の
ご
挨
拶 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会 

 
 

会
長 

井
上 

作
雄 

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

関
西
石
川
県
人
会
連

合
会
の
皆
様
方
に
は
お

元
気
で
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
事
に
な
り
ま
す
が
、

平
成
二
十
一
年
に
連
合
会
に
入
会
し
て
か

ら
は
、
八
尾
、
東
大
阪
、
南
大
阪
、
大
阪
市
、

北
大
阪
の
各
県
人
会
を
立
上
げ
、
会
長
を
お

引
き
受
け
し
た
平
成
二
十
九
年
か
ら
は
、
各

県
人
会
の
連
合
会
へ
の
加
入
を
推
し
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
京
都
石
川
県

人
会
、
関
西
珠
洲
会
、
関
西
能
美
市
の
会
、

関
西
ふ
る
さ
と
山
中
会
の
四
団
体
が
加
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
団
体
は
合
計
で
三

十
一
団
体
、
会
員
数
は
一
九
四
六
名
を
数
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

改
め
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
八
月
に
開

催
さ
れ
た
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
で
、
星
稜
高
校
が
夏
の
甲
子
園
で
二
十
四

年
ぶ
り
に
準
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
連
合
会
で
は
、
初
戦
か
ら
決
勝

戦
ま
で
全
六
試
合
と
も
応
援
団
を
結
成
し

熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
初
栄
冠
の
夢
は

果
た
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
感
動

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
結
束

も
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

九
月
に
は
、
北
陸
新
幹
線
に
対
す
る
認
知

度
が
ま
だ
ま
だ
低
い
関
西
地
域
に
お
い
て
、

早
期
全
線
開
業
に
対
す
る
機
運
が
少
し
で

も
高
ま
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
連
合
会
の
役

員
数
名
で
国
土
交
通
省
の
大
塚
高
司
副
大

臣
（
当
時
）
を
訪
ね
、
金
沢
・
敦
賀
間
の
着

実
な
整
備
と
、
敦
賀
・
大
阪
間
の
令
和
十
二

年
度
末
ま
で
の
全
線
開
業
を
要
望
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
十
一
月
に
は
地
元
の
北
國
新
聞
社

の
呼
び
か
け
で
、「
い
し
か
わ
県
人
祭
in
大

阪
」
が
始
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

実
行
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
開
催
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
開
催
当
日
は
残
念
な
が

ら
体
調
を
崩
し
、
副
委
員
長
の
坂
本
克
己
県

人
会
連
合
会
副
会
長
に
代
役
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
谷
本
知
事
を
始

め
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、
関
西

で
活
躍
す
る
石
川
県
人
が
一
堂
に
会
し
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
約
四
百
人
は
、
北
陸
新
幹
線
の
大
阪
ま

で
の
早
期
全
線
開
業
を
見
据
え
て
、
ふ
る
さ

と
石
川
の
応
援
団
と
し
て
結
束
を
固
め
、
地

元
石
川
と
の
固
い
絆
の
も
と
郷
土
の
発
展

に
尽
く
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。 

 

今
後
も
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

ふ
る
さ
と
石
川
の
応
援
団
と
し
て
地
元
石

川
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

総
会
だ
よ
り 

東
大
阪
石
川
県
人
会
が
総
会
・
懇
親
会

を
開
催 

昨
年
六
月
八
日
、
石
切
温
泉
ホ
テ
ル
セ
イ

リ
ュ
ウ
に
お
い
て
、
東
大
阪
石
川
県
人
会
の

総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
木
田
潔
会
長
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る

さ
と
石
川
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
の
挨

拶
が
あ
り
、
玉
屋
匡
康
県
大
阪
事
務
所
長
か

ら
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

続
く
懇
親
会

で
は
井
上
作

雄
県
人
会
連

合
会
長
の
発

声
で
乾
杯
、

若
柳
流
の
柳

隆
志
さ
ん
が

日
本
舞
踊
を

披
露
し
大
い

に
盛
り
上
が

り
、
島
俊
治

副
会
長
が
中

締
め
を
し
ま

し
た
。 

 

京
都
石
川
県
人
会
が
総
会
・懇
親
会 

を
開
催 

昨
年
六
月
二
十
二
日
、
京
都
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都
に
て
、
京
都

石
川
県
人
会
の
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
米
田
喜
憲
副
会
長
か
ら

先
の
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
総
会
で
加

入
が
承
認
さ
れ
た
報
告
を
交
え
た
挨
拶
に

続
き
、
来
賓
の
西
尾
和
秀
県
観
光
企
画
課
長
、

華
岡
一
哉
輪
島
市
漆
器
商
工
課
長
、
井
上
作

雄
県
人
会
連
合
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は

京
都
府
の
松

浦
快
仁
広
報

課
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
中

野
代
志
男
ふ

る
さ
と
京
都

会
長
の
発
声

で
乾
杯
、
余

興
の
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
盛

り
上
が
り
、

親
睦
を
深
め

ま
し
た
。 

 

大
阪
穴
水
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

昨
年
六
月

二
十
三
日
、
大

阪
市
の
道
頓

堀
ホ
テ
ル
に

お
い
て
大
阪

穴
水
会
の
総

会
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で

は
守
田
彰
会

長
が
こ
れ
か

ら
も
健
康
に

留
意
し
集
い

笑
い
合
お
う

と
の
挨
拶
に
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続
き
、
山
岸
春
雄
穴
水
町
副
町
長
、
玉
屋
匡

康
県
大
阪
事
務
所
長
、
井
上
作
雄
県
人
会
連

合
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
吉
村
光
輝
穴
水
町
議
会
議
長
の

発
声
で
乾
杯
、
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

北
大
阪
石
川
県
人
会
が
総
会
・懇
親
会 

を
開
催 

昨
年
七
月
十
三
日
、
大
阪
市
の
新
大
阪
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
北
大

阪
石
川
県
人
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
元
田
昌
行
会
長
が
令
和

の
新
時
代
も
平
和
な
時
代
に
な
る
こ
と
を

願
う
と
の
挨

拶
に
続
き
井

上
作
雄
県
人

会

連

合

会

長
、
玉
屋
匡

康
県
大
阪
事

務
所
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
上
林

正
一
郎
、
幸

田
陽
子
両
理

事
が
「
長
谷

川
等
伯
の
生

涯
と
作
品
」

と
題
し
講
演

を
行
い
、
三

野
邦
彦
理
事

の
挨
拶
で
閉

会

し

ま

し

た
。
懇
親
会

で
は
兵
庫
達

夫
副
会
長
の

挨
拶
の
後
、
高
島
誠
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
し
、

中
村
正
彦
理
事
の
音
頭
で
「
石
川
・
愛
（
I
）」

を
三
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

神
戸
あ
す
な
ろ
会
が
総
会
・懇
親
会 

を
開
催 

昨
年
七
月
十
三
日
、
神
戸
市
の
神
戸
商
工

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
の
ス
テ
ラ
コ
ー
ト

に
お
い
て
、
神
戸
あ
す
な
ろ
会
の
総
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
来
紘
一
会
長

か
ら
、
北
陸
新
幹
線
の
大
阪
ま
で
の
早
期
開

業
に
は
地
元
と
強
い
絆
の
あ
る
県
人
会
組

織
の
役
割
が
重
要
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓

の
玉
屋
匡
康
県
大
阪
事
務
所
長
の
祝
辞
の

後
、
井
上
作
雄
県
人
会
連
合
会
長
の
発
声
で

乾
杯
を
し
ま
し
た
。
郷
土
の
工
芸
品
な
ど
を

賞
品
に
し
た
抽
選
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

関
西
ふ
る
さ
と
山
中
会
が
総
会
・ 

懇
親
会
を
開
催 

昨
年
七
月
二
十
八
日
、
大
阪
市
の
ア
ー
ト

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
に
お
い
て
、
関
西

ふ
る
さ
と
山
中
会
の
総
会
・
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
上
野
輝
雄
会
長
か

ら
の
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て

い
こ
う
と
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
山
下
正

純
加
賀
市
副
市
長
、
井
上
作
雄
県
人
会
連
合

会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
連
合
会
へ

の
参
加
や
ｄ
須
谷
修
治
氏
の
会
長
就
任
な

ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
櫻
井
比
呂
之
山
中

商
工
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
始

ま
り
、
田
中
哲
也
県
議
が
ふ
る
さ
と
の
近
況

を
交
え
て
挨
拶
さ
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

 

八
尾
石
川
県
人
会
が
総
会
・懇
親
会 

を
開
催 

昨
年
九
月
十

五
日
、
八
尾
市

の
料
亭
山
徳
に

お
い
て
、
八
尾

石
川
県
人
会
の

総
会
・
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で

は
、
浦
政
男
会

長
か
ら
設
立
１０

年
を
迎
え
こ
れ

か
ら
も
会
員
が

増
え
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
の

挨
拶
が
あ
り
、

井
上
作
雄
県
人

会
連
合
会
長
、
玉
屋
匡
康
県
大
阪
事
務
所
長

か
ら
来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
崎
一
幹

事
の
発
声
で
乾
杯
し
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

関
西
羽
咋
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

昨
年
九
月
二
十
八
日
、
大
阪
市
の
新
大
阪

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
山

辺
芳
宣
羽
咋
市
長
、
稲
村
信
成
市
議
会
議
長
、

井
上
県
人
会
連
合
会
長
ほ
か
、
多
数
の
来
賓

を
迎
え
、
第
五
回
関
西
羽
咋
会
の
総
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
島
信
雄
会
長

の
挨
拶
の
後
、
山
辺
羽
咋
市
長
か
ら
は
人
口

減
少
対
策
へ
の
取
組
や
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
地
元
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
羽
咋
市
と
包
括
協
定
を
締
結
し
て

い
る
㈱
日
本
旅
行
か
ら
地
方
創
生
に
向
け

た
事
業
展
開
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
玉
屋

匡
康
県
大
阪
事
務
所
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、

地
元
の
話
題
に
花
が
咲
き
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 
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関
西
珠
洲
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

昨
年
十
一
月
十
日
、
大
阪
市
の
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
大
阪
に
お
い
て
、
泉
谷
満
寿
裕
珠
洲
市

長
、
濱
田
隆
伸
珠
洲
市
議
会
副
議
長
ほ
か
、

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
関
西
珠
洲
会
の
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
坂
本
成

昭
会
長
か
ら
、
連
合
会
に
加
入
し
た
報
告
と

併
せ
今
後
も
ま
す
ま
す
加
入
者
を
増
や
し

た
い
と
の
挨
拶
の
後
、
泉
谷
満
寿
裕
珠
洲
市

長
及
び
玉
屋
匡
康
県
大
阪
事
務
所
長
か
ら

の
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
続
く
懇
親
会
で
は
、

寺
田
和
彦
顧
問
の
挨
拶
の
後
、
濱
田
隆
伸
珠

洲
市
議
会
副
議
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
プ
ロ

歌
手
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
地
元
の
特
産
品
の

抽
選
会
な

ど
で
盛
り

上
が
り
ま

し
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
と

し
て
参
加

者
全
員
で

「
ふ
る
さ

と
」
を
合
唱

し
、
重
政
靖

之
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
能
登

す
ず
な
り

理
事
長
の

万
歳
三
唱

で
締
め
く

く
り
ま
し

た
。 

   

関
西
輪
島
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

昨
年
十
一
月
十
日
、
大
阪
市
の
大
阪
マ
リ

オ
ッ
ト
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
梶
文
秋
輪
島

市
長
、
西
恵
輪
島
市
議
会
副
議
長
、
久
岡
政

治
輪
島
商
工
会
議
所
会
頭
ほ
か
の
来
賓
を

迎
え
、
関
西
輪
島
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
達
夫
関
西
輪
島
会
長
か

ら
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
の
挨
拶
の
後
、
梶
文
秋
輪
島
市
長
の
来

賓
祝
辞
が
あ
り
、
懇
親
会
で
は
西
恵
輪
島
市

議
会
副
議
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
久
岡
政
治

輪
島
商
工
会
議
所
会
頭
ほ
か
多
く
の
来
賓

挨
拶
に
続
き
、
プ
ロ
歌
手
の
初
音
家
康
博
会

主
や
小
田
長
恵
家
元
が
民
謡
を
、
梶
輪
島
市

長
ら
が
輪
島
ま
だ
ら
を
披
露
、
参
加
者
全
員

が
ワ
ン
・

チ
ー
ム
と

な
り
盛
り

上
が
り
ま

し

た

。 
 

 
 

そ
の
後
は

抽
選
会
や

ふ
る
さ
と

の
合
唱
、

ふ
る
さ
と

へ
の
募
金

贈
呈
と
続

き
、
東
孝

司
名
誉
会

長
の
万
歳

三
唱
で
締

め
く
く
り

ま
し
た
。 

 

白
山
市
ふ
る
さ
と
会
が
合
同
懇
親
会 

を
開
催 

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
大
阪
市
の
ホ
テ
ル

大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
関
西
松

任
会
、
関
西
鶴
来
会
、
大
阪
白
山
会
の
三
団

体
に
よ
る
白
山
市
ふ
る
さ
と
会
合
同
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
団
体
の
代
表
と

し
て
大
阪
白
山
会
の
廣
川
壽
明
会
長
か
ら

和
や
か
で
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
来
賓
の
井
田
正
一
白
山
市
副
市
長

及
び
南
清

人
白
山
市

議
会
副
議

長

か

ら

は
、
白
山

市
の
近
況

を
交
え
て

挨
拶
が
あ

り

ま

し

た
。
会
員

の
大
正
琴

や
銭
太
鼓

の
演
奏
に

あ
わ
せ
全

員
で
「
ふ

る
さ
と
」

な
ど
を
合

唱
し
、
会

員
相
互
の

交
流
と
親

睦
を
深
め

て
い
ま
し

た
。 

 

関
西
だ
よ
り 

星
稜
高
校
が
夏
の
甲
子
園
で
２４
年 

ぶ
り
の
準
優
勝 

第
百
一
回
目
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
で
、
今
大
会
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
投
手
と
し

て
名
高
い
奥
川
投
手
を
擁
す
る
星
稜
高
校

が
夏
の
甲
子
園
で
２４
年
ぶ
り
に
準
優
勝
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
初
戦
の
昨

年
八
月
七
日
、
北
海
道
の
旭
川
大
高
校
を
相

手
に
奥
川
投
手
の
最
速
百
五
十
三
キ
ロ
の

好

投

で

一

対

〇

と
完
封
、

続

く

二

回

戦

で

は

京

都

府

の

立

命

館

宇

治

高

校

を

六

対

三

で

破

り
、
三
回

戦

で

は

和

歌

山

県

の

智

弁

和

歌

山

高

校

を
延
長
十
四
回
、
福
本
選
手
の
サ
ヨ
ナ
ラ
本

塁
打
で
四
対
一
と
劇
的
な
勝
利
を
飾
り
ま

し
た
。
準
々
決
勝
で
は
、
宮
城
県
の
仙
台
育

英
高
校
を
相
手
に
二
年
生
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の

荻
原
選
手
の
快
投
で
十
七
対
一
の
大
差
で

勝
利
、
準
決
勝
で
は
岐
阜
県
の
中
京
学
院
大

中
京
高
校
を
九
対
〇
で
破
り
ま
し
た
。
県
勢 
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知
事
年
頭
の
挨
拶 

 
 

あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

県
人
会
の
皆
様
に

は
、
晴
れ
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
ふ
る
さ
と
石
川
に
格
別
の
ご
支
援
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
天
皇
陛
下
が
御
即
位
し
、
令
和

の
新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
た
大
き
な
節

目
の
年
で
あ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
、
新
幹

線
金
沢
開
業
か
ら
５
年
近
く
が
経
過
し
た

今
も
、
県
内
各
地
で
想
定
を
超
え
る
開
業
効

果
が
高
い
レ
ベ
ル
で
持
続
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
整
備
を
進
め
て
き
た
陸
・
海
・
空
の
交

流
基
盤
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
た
１
年
と

な
り
ま
し
た
。 

 

本
年
は
い
よ
い
よ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
県
か
ら
も
既
に
代
表
に
内
定
し
た
選
手

が
出
て
き
て
お
り
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
選

手
が
世
界
の
檜
舞
台
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

ま
た
、
開
催
期
間
中
は
海
外
か
ら
多
く
の

観
戦
客
が
来
日
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
こ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に

活
か
し
、
こ
れ
ま
で
磨
き
上
げ
て
き
た
石
川

の
魅
力
・
財
産
を
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
本
県
に
と
っ
て
「
第
二
の
開
業
」

と
も
云
え
る
令
和
５
年
春
の
新
幹
線
県
内

全
線
開
業
に
向
け
た
準
備
を
加
速
さ
せ
て

い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
一
日
も
早
い

大
阪
ま
で
の
全
線
整
備
に
向
け
て
沿
線
地

域
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到

来
し
、
地
方
創
生
が
大
き
な
課
題
と
な
る
中
、

本
県
へ
の
移
住
・
定
住
や
学
生
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
の
促
進
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
も
幅
広
い
観
点
か
ら
必
要
な
施
策
を

講
じ
、
本
県
の
活
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

県
人
会
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
、
里
帰
り
も

兼
ね
て
ふ
る
さ
と
石
川
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
そ
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
石
川
の
応
援
団

と
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
県
人
会
の
皆
様
に
と
っ
て
、
こ

の
１
年
が
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
と

な
り
ま
す
と
と
も
に
、
県
人
会
の
益
々
の
ご

発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

     

の
初
栄
冠
を
懸
け
た
決
勝
の
対
戦
相
手
は
、

春
の
選
抜
大
会
の
一
回
戦
で
勝
利
し
た
大

阪
府
の
履
正
社
で
、
地
元
か
ら
谷
本
知
事
も

応
援
に
駆
け
つ
け
る
中
、
三
対
五
で
残
念
な

が
ら
初
栄
冠
の
夢
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
の
、
多
く
の
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
で
は
全
六
試
合
と
も
応
援

団
を
結
成
し
、
ア
ル
プ
ス
席
か
ら
熱
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。 

な
お
、
試
合
に
先
立
ち
、
井
上
作
雄
県
人

会
連
合
会
長
、
辻
口
信
良
副
会
長
、
兵
庫
達

夫
常
任
理
事
、
細
野
豊
北
國
銀
行
大
阪
支
店

長
ら
が
星
稜
高
校
ナ
イ
ン
の
宿
泊
先
を
訪

れ
激
励
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
試

合
後
に
は
、

井

上

作

雄

県

人

会

連

合
会
長
、
兵

庫

達

夫

常

任
理
事
、
谷

内

田

栄

次

総

務

部

長

ら

が

宿

泊

先
を
訪
れ
、

有

志

か

ら

募

っ

た

祝

金

を

贈

り

健

闘

を

称

え
ま
し
た
。 

      

北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
開
業 

を
要
望 

県
人
会
連
合
会
の
井
上
作
雄
会
長
、
元
田

昌
行
常
任
理
事
、
兵
庫
達
夫
常
任
理
事
、
谷

内
田
栄
次
総
務
部
長
ら
は
、
北
陸
新
幹
線
の

早
期
全
線
開
業
の
関
西
で
の
機
運
が
少
し

で
も
高
ま
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
昨
年
九
月

五
日
、
国
土
交
通
省
の
大
塚
高
司
副
大
臣

（
当
時
）
を
訪
ね
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
・

敦
賀
間
の
着
実
な
推
進
と
敦
賀
・
大
阪
間
の

令

和

十

二

年

度

末

ま

で

の

全

線

開

業

を

要

望

し

ま

し

た
。
大
塚
副

大

臣

か

ら

は
、
し
っ
か

り

と

取

り

組

ん

で

ま

い

り

た

い

と

の

心

強

い

回

答

を

い

た

だ

き

ま
し
た
。 
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野
々
市
市
ふ
る
さ
と
交
流
会 

in
大
阪
の
開
催 

 
昨
年
九
月
二
十
八
日
、
大
阪
市
の
ホ
テ

ル
メ
ル
パ
ル
ク
大
阪
に
お
い
て
、
野
々
市

市
が
一
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
、
ふ
る
さ

と
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
関
西
野
々

市
会
、
こ
ぶ
し
会
（
金
沢
工
大
Ｏ
Ｂ
会
）

を
は
じ
め
野
々
市
市
に
か
か
わ
り
の
あ

る
企
業
な
ど
が
参
加
し
、
相
互
の
交
流
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
災
害
時
の
応
援
協

定
を
結
ぶ
京
都
府
城
陽
市
の
奥
田
敏
晴

市
長
や
、
親
族
が
市
職
員
で
野
々
市
市
フ

ァ
ン
と
い

う
後
藤
圭

二
吹
田
市

長
な
ど
か

ら
祝
辞
が

あ
り
、
魚
住

正
栄
野
々

市
市
商
工

会
長
に
よ

る
発
声
で

乾
杯
し
抽

選
会
な
ど

で
盛
り
上

が
り
、
中
村

義
彦
市
議

会
議
長
の

挨
拶
で
閉

会
し
ま
し

た
。 

    

第
一
回
い
し
か
わ
県
人
祭
in
大
阪 

の
開
催 

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
、
大
阪
市
の
ホ
テ

ル
日
航
大
阪
に
お
い
て
、
関
西
で
初
め
て
の

開
催
と
な
る
「
い
し
か
わ
県
人
祭
in
大
阪
」

が
開
催
さ
れ
、
谷
本
知
事
を
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、
関
西
在
住
の
石

川
県
出
身
者
や
石
川
県
ゆ
か
り
の
方
々
約

四
百
人
が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
図
り
ま
し

た
。
威
勢
の
良
い
女
性
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

「
炎
太
鼓
」
の
演
奏
で
開
幕
し
、
民
謡
歌
手

の
加
賀
山
紋
さ
ん
の
華
や
か
な
舞
台
の
後
、

実
行
委
員
会
副
委
員
長
で
あ
る
坂
本
克
己

県
人
会
連

合
会
副
会

長
の
挨
拶

に
続
き
、

提
唱
者
の

北
國
新
聞

社
の
飛
田

秀
一
会
長

が
挨
拶
、

谷
本
正
憲

石
川
県
知

事
の
乾
杯

の
発
声
で

宴
が
ス
タ

ー
ト
し
ま

し
た
。
県

内
の
十
九

市
町
の
首
長
ら
が
各
市
町
の
出
身
者
の
テ

ー
ブ
ル
へ
出
向
き
盛
り
上
が
る
姿
や
、
企
業

や
店
舗
な
ど
と
異
業
種
交
流
す
る
姿
も
見

ら
れ
、
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
お
楽
し
み
抽
選
会
で
盛
り
上
が
っ

た
後
、
最
後
に
辻
口
信
良
県
人
会
連
合
会
副

会
長
の
発
声
で
「
石
川
・
愛
（
I
）」
を
三

唱
し
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
約

四
百
人
は
、
北
陸
新
幹
線
の
大
阪
ま
で
の
早

期
全
線
開
業
を
見
据
え
て
、
ふ
る
さ
と
石
川

の
応
援
団
と
し
て
結
束
を
固
め
、
地
元
石
川

と
の
固
い
絆
の
も
と
郷
土
の
発
展
に
つ
く

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

 

花
園
ラ
ク
ビ
ー
場
に
連
続
15
回 

日
本
航
空
高
校
石
川
が
奮
闘 

 

今
年
度
も
圧
倒
的
な
強
さ
で
県
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
航
空
石
川
が
、
昨
年
十
二
月
二

十
七
日
か
ら
東
大
阪
市
の
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
シ
ー
ド
の
た
め
初
戦
と
な
っ
た
三
十

日
の
二
回
戦
で
は
、
徳
島
県
代
表
の
城
東
高

校
に
三
十
九
対
〇
で
快
勝
し
２
大
会
ぶ
り

に
三
回
戦
に
進
み
ま
し
た
。
県
人
会
で
は
二

十
五
名
の
応
援
団
を
結
成
、
ス
タ
ン
ド
か
ら

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
元
日
に
行
わ
れ
た
三

回
戦
で
は
２
連
覇
を
狙
う
大
阪
桐
蔭
に
三

対
十
五
で
敗
れ
、
８
強
入
り
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
お
、
試
合
に
先
立
ち
辻
口
信
良

県
人
会
連
合
会
副
会
長
、
兵
庫
達
夫
関
西
輪

島
会
長
ら
が
、
選
手
の
宿
泊
す
る
奈
良
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
駆
け
付
け
選
手
を
激
励
し

ま
し
た
。
選
手
を
代
表
し
て
草
場
康
太
主
将

は
、
全
国
優
勝
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま

す
と
力
強
く
宣
言
し
て
い
ま
し
た
が
、
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

    

県
事
務
所
だ
よ
り 

「
ほ
っ
と
石
川
な
に
わ
館
」
観
光
と
物
産

展
を
開
催 

昨
年
七
月
十
一
日
と
十
一
月
二
十
日
に
、

県
事
務
所
一
階
「
ほ
っ
と
石
川
な
に
わ
館
」

で
石
川
県
の
観
光
と
物
産
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
七
月
に
は
、
石
川
県
産
の
美
味
し
い

ス
イ
カ
や
太
き
ゅ
う
り
の
試
食
や
、
石
川
の

地
酒
や
地
ビ
ー
ル
の
試
飲
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
十
一
月
に
は
ほ
く
ほ
く
の
加
賀
野

菜
「
五
郎
島
金
時
」
と
石
川
県
が
開
発
し
た

お
米
の
新
品
種
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
の
炊
き

込
み
ご
飯
の
試
食
な
ど
が
大
好
評
で
し
た
。

県
内
各
地
の
観
光
情
報
を
提
供
し
、
多
数
の

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
石
川
の
魅
力
に
触
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
人
会
の
方
々
に
も

多
数
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

移
住
・Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
窓
口 

「
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
大
阪
」が
開
設
一
周
年 

平
成
三
十
年
十
二
月
に
県
大
阪
事
務
所

内
に
、
関
西
地
区
に
お
け
る
石
川
県
へ
の
移

住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
相
談
窓
口
「
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ

大
阪
」
が
開
設
さ
れ
、
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
大
阪
で
は
一
人
ひ
と
り
の
移

住
希
望
者
に
寄
り
添
う
形
で
応
対
す
る
た

め
、
専
門
の
相
談
員
が
石
川
で
の
仕
事
の
あ

っ
せ
ん
や
各
市
町
の
移
住
助
成
制
度
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
転
職
イ
ベ
ン
ト
や
移
住
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
も
頻
繁
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
関
心
の
あ
る

方
に
対
し
、
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
大
阪
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
で
き
れ
ば
幸

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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県
内
だ
よ
り 

 
国
民
文
化
祭
の
開
催
が
内
定 

令
和
五
年
度
の
国
民
文
化
祭
の
開
催
地

が
、
石
川
県
に
内
定
し
ま
し
た
。
国
民
文
化

祭
は
、
音
楽
や
芸
術
、
演
劇
な
ど
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
々
や
団
体
が
、
成
果
を
発
表
・
披
露
す

る
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
、
県
内
で
は

平
成
四
年
以
来
で
、
二
度
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
令
和
五

年
に
は
、
北
陸
新
幹
線
の
県
内
全
線
開
業
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
相
乗
効
果
で
交

流
人
口
の
拡
大
と
、
石
川
県
の
特
徴
で
あ
る

文
化
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

新
県
立
図
書
館
の
建
設
に
着
手 

老
朽
化
し
た
現
県
立
図
書
館
の
移
転
整

備
を
進
め
て
い
る
県
で
は
、
金
沢
市
小
立
野

の
旧
金
沢
大
学
工
学

部
跡
地
を
取
得
、
令

和
三
年
度
中
の
完
成

に
向
け
て
昨
秋
、
建

設
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。
新
た
な
図
書

館
は
現
在
の
三
倍
と

な
る
約
三
十
万
冊
の

開
架
図
書
と
約
五
百

席
の
閲
覧
席
、
今
後

半
世
紀
を
見
据
え
た

約
二
百
万
冊
の
収
蔵

能
力
を
持
つ
書
庫
を

整
備
し
ま
す
。 

市
町
だ
よ
り 

〇
七
尾
市 

青
柏
祭
の
「
で
か
山
」
や
石
崎
奉
燈
祭 

 
 
 

 

の
「
奉
燈
」
、
お
熊
甲
祭
の
「
大
枠
旗
」
、

能
登
島
向
田
の
火
祭
の
「
大
松
明
」
を
実

物
大
で
展
示
す
る
「
和
倉
温
泉
お
祭
り
会

館
」
を
今
年
四
月
開
館
に
向
け
整
備
し
て

い
ま
す
。
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
た
迫

力
と
臨
場
感
あ
る
映
像
演
出
や
、
綱
を
曳

く
と
映
像
の
で
か
山
が
動
き
出
す
疑
似

体
験
な
ど
、
七
尾
の
祭
り
を
体
感
で
き
ま

す
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
ぜ
ひ
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

〇
小
松
市 

今
年
、
市
制
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

四
月
十
九
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
利
常
公
入
城
三
百
八
十
年
の

献
茶
式
、
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
小
松
市
Ｈ
Ｐ
ま
で
。 

芸
術
劇
場
う
ら
ら
で
、
五
月
四
日
か
ら

五
日
に
か
け
て
「
日
本
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま

つ
り
in
小
松
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
チ
ケ

ッ
ト
販
売
は
三
月
上
旬
か
ら
。 

〇
珠
洲
市 

九
月
五
日
～
十
月
二
十
五
日
に
か
け

て
、
第
二
回
目
と
な
る
「
奥
能
登
国
際
芸

術
祭
２
０
２
０
」
を
開
催
し
ま
す
。
世
界

の
多
彩
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
、
市
内

の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
特
徴
、
魅

力
を
活
か
し
た
約
40
作
品
を
、
市
内
全
域

に
展
開
す
る
予
定
で
す
。
さ
い
は
て
の
芸

術
祭
、
美
術
の
最
先
端
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

〇
加
賀
市 

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
技
術

を
使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
を
行
う
「
加

賀
ロ
ボ
レ
ー
ブ
国
際
大
会
」
。
五
回
目
と

な
る
今
回
は
、
四
つ
の
国
と
地
域
か
ら
四

百
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
が
自
分
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
七
月
に
は
約
二
十
カ
国
が

参
加
予
定
の
世
界
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

〇
羽
咋
市 
 

 

大
阪
駅
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
デ
ィ

ー
ズ
ス
ク
エ
ア
で
、
二
月
二
十
一
日
～
二

十
三
日
に
か
け
て
羽
咋
市
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
内
容

は
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
や
市
の
特
産
品
を
販

売
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
が
ん
ば
る
羽
咋

創
生
推
進
室
ま
で
。 

〇
白
山
市 

二
〇
一
九
年
版
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」（
東
洋
経
済
新
報
社
調
べ
）
で
、
全
国

一
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
！ 

少
子
高
齢
化
の
大
き
な
流
れ
の
中
、

「
市
民
」「
自
然
」「
ま
ち
」
す
べ
て
の
健

康
を
願
い
、
昨
年
三
月
「
健
康
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
人
生
一
〇
〇
年
時
代
に

向
け
、
い
つ
ま
で
も
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ふ

る
さ
と
で
あ
り
続
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

〇
能
美
市 

今
年
秋
に
、
新
し
い
博
物
館
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
「
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る

手
作
り
の
博
物
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
映
像
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る

と
と
も
に
、
展
示
品
も
季
節
や
時
間
帯
に

応
じ
て
入
れ
替
え
を
行
う
な
ど
、
い
つ
来

て
も
新
た
な
学
び
、
発
見
、
体
験
が
で
き

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

〇
川
北
町 

毎
年
八
月
の
第
一
土
曜
日
に
「
川
北
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
か
が
り
火

が
夜
空
を
赤
く
染
め
る
と
共
に
、
豊
作
の

祈
り
を
込
め
た
虫
送
り
太
鼓
の
迫
力
あ

る
演
奏
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
す
。
あ
わ
せ

て
二
万
発
の
花
火
が
打
ち
あ
が
る
北
陸

最
大
級
の
北
國
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
一
度
お
越
し
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
川
北
町
役
場
ま
で
。 

 

〇
津
幡
町 

石
川
県
津
幡
漕
艇
競
技
場
で
、
五
月
二

十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
ボ
ー

ト
競
技
の
全
国
大
会
「
第
十
三
回
全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ガ
ッ
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
か
ら
集
う
精
鋭
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
す
。 

毎
年
四
月
下
旬
に
八
重
桜
が
咲
き
誇

る
中
で
、
歴
史
国
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
「
く
り
か
ら
夢
街
道
ウ
ォ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
平
家
・
源
氏
軍
に
分
か

れ
て
行
う
大
綱
引
き
合
戦
は
見
も
の
で

す
。 

〇
能
登
町 

能
登
町
役
場
の
新
庁
舎
が
一
月
六
日

に
開
庁
し
ま
し
た
。
交
流
や
憩
い
の
場
と

な
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

空
き
家
が
あ
る
け
れ
ど
、
「
貸
し
た

い
」
・
「
売
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
、

空
き
家
登
録
を
し
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く

は
、
役
場
ふ
る
さ
と
振
興
課
ま
で
。 
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